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正
10
）年
に
発
生
し
た
大
争
議
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
。

激
し
い
対
立
で
労
使
と
も
に
大
き
な
痛
手
を
負
っ
た
こ
と
を

教
訓
に
「
労
使
で
徹
底
し
た
話
し
合
い
」
を
大
切
に
し
て
き

た
こ
と
が
、
平
成
の
厳
し
い
構
造
改
革
に
お
い
て
も
生
か
さ

れ
た
と
い
う
。

　

労
使
間
、
そ
し
て
組
織
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
て
い
る
の
は
、
日
本
発
条
労
働
組
合
（
自
動
車
総

連
）。
特
に
全
国
６
つ
の
支
部
に
お
け
る
労
使
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
同
労
組
の
強
み
に
な
っ
て
い
る
。
中
執
は
、

支
部
か
ら
詳
細
な
報
告
を
受
け
、
情
報
共
有
を
は
か
っ
て
い

る
。
ま
た
、
カ
ラ
ー
刷
り
で
見
や
す
く
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た

「
定
期
大
会
議
案
書
」
も
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
「
職
場
を
原
点
に
し
た
組
合
活
動
」
を
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、
富
士
電
機
労
働
組
合
川
崎
支
部（
電
機
連
合
）。「
組

合
活
動
は
執
行
部
で
行
う
も
の
で
は
な
く
、
組
合
員
が
主
役

で
行
う
も
の
」。
厳
し
い
構
造
改
革
や
企
業
再
編
の
経
験
か

ら
、「
過
去
の
様
々
な
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
現
在
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
活
動
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
言
葉
が
重
く
響
く
。

　
「
顔
合
わ
せ
」「
心
合
わ
せ
」「
力
合
わ
せ
」、中
で
も
特
に「
顔

合
わ
せ
」
を
心
掛
け
て
い
る
と
い
う
の
は
、
不
二
サ
ッ
シ
ユ

ニ
オ
ン
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）。
全
国
巡
回
な
ど
、
組
合
員
と
直
接
顔
を

合
わ
せ
て
話
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
。

　

初
代
書
記
長
が
掲
げ
た
２
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
組
合
員
の

Q

伝
統
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

　

最
初
の
質
問
は
「
伝
統
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
」。

　

昭
和
飛
行
機
労
働
組
合
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）
は
「
民
主
的
労
働
運

動
」。
同
労
組
の
結
成
は
1
9
4
7
年
。
こ
の
時
代
、
戦
後

の
民
主
化
５
大
改
革
の
一
つ
と
し
て
労
働
組
合
結
成
が
奨
励

さ
れ
、
そ
の
自
主
的
活
動
は
「
民
主
主
義
の
学
校
」
と
言
わ

れ
た
。
実
践
に
は
様
々
な
困
難
が
伴
っ
た
が
、
結
成
か
ら
70

年
を
経
た
今
も
組
合
の
運
営
は
「
民
主
主
義
に
基
づ
い
て
」

行
な
わ
れ
、「
労
使
対
等
、
事
前
情
報
の
公
開
、
健
全
な
労

使
関
係
」
が
脈
々
と
築
か
れ
て
い
る
。

　

建
研
労
働
組
合
（
基
幹
労
連
）の
答
え
も
同
じ
く
「
民
主

的
労
働
運
動
」。
様
々
な
組
合
活
動
に
取
り
組
む
姿
勢
と
し

て
「
自
発
的
な
発
言
・
積
極
的
な
行
動
そ
し
て
連
帯
」
を
大

切
に
し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
「
風
通
し
の
良
さ
」
を
活
か

し
た
「
組
合
員
み
ん
な
が
発
言
、
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

が
伝
統
と
し
て
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
「
組
合
員
の
雇
用
を
守
る
こ
と
を
第
一
義
に
組
合
員
と
そ

の
家
族
も
含
め
た
生
活
の
安
定
、
向
上
に
向
け
努
力
を
惜
し

ま
な
い
こ
と
」
を
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
住
友
電
気
工
業

労
働
組
合 

横
浜
支
部
（
全
電
線
）。
こ
れ
は
、1
9
2
1
（
大

 

◎
組
合
訪
問
記
［
特
別
編
］ 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
振
り
返
る
と
、

共
通
す
る
課
題
や
共
有
し
た
い
取
り
組
み
が
見
え
て
き
た
！

本
誌
表
紙
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
て
４
年
が
経
過
し
た
。

そ
こ
で
2
0
1
7
年
春
号
以
降
の
「
総
集
編
」を
企
画
。
は
か
ら
ず
も
質
問
項
目
は
各
回
共
通
。

記
事
を
読
み
返
す
と
、
共
通
す
る
課
題
や
共
有
し
た
い
取
り
組
み
が
い
く
つ
も
見
え
て
き
た
。

2017. 春　ＪＡＭ　昭和飛行機労働組合
2017. 秋	 基幹労連　建研労働組合
2018. 春	 全電線　住友電気工業労働組合 横浜支部
2018. 秋	 自動車総連　日本発条労働組合
2019. 春	 電機連合　富士電機労働組合 川崎支部
2019. 秋　ＪＡＭ　不二サッシユニオン／

不二サッシユニオン千葉支部

2020. 春　基幹労連　神戸製鋼所労働組合 アルミ・銅支部
真岡地区

2020. 冬　全電線　古河電気工業労働組合 千葉支部

「組合訪問記」掲載組合
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調
和
と
活
力
の
発
揮
の
た
め
に
最
善
策
を
尽
く
す
」「
労
使

間
の
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、
何
事
に
も
耐
え
て
い
け
る
」
を

今
も
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
神
戸
製
鋼
所
労
働
組
合
ア

ル
ミ
・
銅
支
部 

真
岡
地
区（
基
幹
労
連
）。
当
時
、
合
理
化

策
が
次
々
打
ち
出
さ
れ
る
な
ど
厳
し
い
環
境
に
お
か
れ
て
い

た
が
、「
雇
用
と
生
活
を
守
る
た
め
に
、
労
使
で
し
っ
か
り

話
し
合
い
、
そ
の
信
頼
関
係
の
下
で
問
題
を
解
決
し
て
い
く
」

と
い
う
姿
勢
が
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た「
労

働
組
合
の
原
点
と
い
う
べ
き
対
話
活
動
」
も
大
切
に
し
て
い

る
。
現
場
に
足
を
運
ん
で
組
合
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、そ
の

意
見
や
要
望
に
迅
速
に
対
応
す
る
と
い
う
積
み
重
ね
が
組
合

活
動
を
支
え
て
い
る
。

　

古
河
電
気
工
業
労
働
組
合 

千
葉
支
部（
全
電
線
）
が
大

切
に
引
き
継
い
で
き
た
の
も
「
雇
用
を
守
る
」
こ
と
。2

 
0
 

0
0
年
代
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
で
生
産
拠
点
を
海
外
に
移
管

す
る
動
き
が
加
速
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
で

厳
し
い
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、

「
組
合
員
と
そ
の
家
族
が
、
千
葉
の
地
で
安
心
し
て
働
き
、

生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
労
働
組
合
の
使
命
だ
と
肝

に
銘
じ
て
い
る
」
と
語
る
。

Q

労
働
組
合
の
主
な
活
動—

そ
の
特
徴
は
？

　

教
育
研
修
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
建
研
労
組
。
新

入
社
員
組
合
研
修
会
、
若
手
組
合
員
研
修
会
、
一
般
職
組

合
員
研
修
会
な
ど
を
定
期
的
に
開
催
。
基
礎
的
知
識
を
身

に
付
け
、
問
題
意
識
を
共
有
す
る
場
で
あ
る
と
同
時
に
支

部
・
分
会
の
組
合
員
交
流
も
兼
ね
て
い
る
と
い
う
。

　

同
じ
く
教
育
研
修
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
発

条
労
組
。
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
に
１
泊
２
日
で

開
催
す
る
「
組
合
道
場
」
で
は
、
会
社
の
課
題
に
対
し
て
執

行
部
案
を
検
討
・
発
表
す
る
模
擬
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
、
参

加
者
が
執
行
部
役
員
を
質
問
攻
め
に
す
る
「
恐
怖
の
質
問

コ
ー
ナ
ー
」
が
好
評
だ
。

　

労
使
で
毎
月
、
安
全
衛
生
や
生
産
状
況
、
福
利
厚
生
の

ほ
か
、
全
組
合
員
の
残
業
状
況
を
確
認
し
て
い
る
の
は
、
住

友
電
工
労
組 

横
浜
支
部
。
ま
た
組
合
員
同
士
の
交
流
を
図

る
た
め
、
昼
休
み
に
将
棋
大
会
や
オ
セ
ロ
大
会
な
ど
も
開

催
し
て
い
る
。

　

富
士
電
機
労
組 

川
崎
支
部
は
、
職
場
の
対
話
活
動
を
重

視
。
月
２
回
の
職
場
会
の
他
、
年
に
２
回
の
総
対
話
活
動

を
通
じ
て
意
見
を
集
約
し
、
課
題
を
整
理
し
て
そ
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
野
球
観
戦
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な

ど
魅
力
あ
る
余
暇
イ
ベ
ン
ト
も
特
徴
だ
。

　

５
つ
の
会
社
で
１
つ
の
組
合
を
構
成
し
て
い
る
不
二

サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
賃
金
・
労
働
条
件
に
つ
い
て
統
一

交
渉
を
行
い
、
そ
の
結
果
が
５
社
す
べ
て
の
組
合
員
に
反

映
さ
れ
る
仕
組
み
を
採
用
。「
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
ユ
ニ
オ

ン
の
底
上
げ
を
図
れ
る
よ
う
、
先
頭
に
立
っ
て
行
動
し
、
グ

ル
ー
プ
全
体
が
良
く
な
っ
て
い
く
活
動
を
一
番
に
考
え
て
い

き
た
い
」
と
い
う
。

　

神
鋼
労
組 

真
岡
地
区
は
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
青
年

女
性
部
を
中
心
に
真
岡
市
の
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
を
続
け
て
い
る
。
年
に
１
回
の
交
流
会
で
は
一

緒
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
、
施
設
主

催
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
も
組
合
員
が
多
数
参
加
し
て
い
る
。

　

組
合
員
の
交
流
を
深
め
、
組
合
と
の
距
離
を
縮
め
て
い

く
活
動
と
し
て
、
年
代
別
セ
ミ
ナ
ー
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

組合訪問記［特別編］

皆で楽しく！フットサル（建研労働組合）

昼休みを利用したオセロ大会（住友電工労組 横浜支部）

議論で盛り上がる「組合道場」（日本発条労働組合）

工場の敷地内で開催。余暇イベント（富士電機労組 川崎支部）
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催
し
て
い
る
の
は
、
古
河
電
工
労
組
千
葉
支
部
。
お
カ
ネ
と

健
康
を
２
大
テ
ー
マ
に
組
合
員
の
関
心
事
に
合
わ
せ
て
内

容
を
工
夫
し
て
い
る
。

Q

現
在
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
は
？

　

昭
和
飛
行
機
労
組
で
は
、「
人
材
育
成
、
特
に
次
代
を
担

う
若
手
の
教
育
が
急
務
」。

　

住
友
電
工
労
組 

横
浜
支
部
で
は
、「
働
き
方
改
革
」
が
課

題
と
な
る
中
、
有
休
取
得
促
進
、
時
間
外
労
働
時
間
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
時
短
へ
の
意
識
改
革
や
仕
事
の
効
率
化

な
ど
働
き
方
の
見
直
し
を
労
使
で
推
進
し
、
時
間
外
労
働
を

１
時
間
減
ら
し
有
休
取
得
日
数
を
１
日
増
や
そ
う
と
い
う

「
ワ
ン
・
ワ
ン
運
動
」
や
有
給
休
暇
を
計
画
的
に
年
間
10
日
以

上
取
得
し
よ
う
と
い
う
「
マ
イ
プ
ラ
ン
10
運
動
」
を
進
め
、

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

働
き
方
改
革
に
は
「
意
識
改
革
」
が
重
要
と
い
う
の
は
、

古
河
電
工
労
組
千
葉
支
部
。
有
休
取
得
が
進
ま
な
い
最
大
の

理
由
は
「
職
場
に
迷
惑
を
か
け
る
」
と
い
う
意
識
。「
お
互
い

さ
ま
な
ら
迷
惑
じ
ゃ
な
い
」
と
粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
る
。

　

日
本
発
条
労
組
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
組
合
員
へ
の

わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
。
ニ
ュ
ー
ス
は
文
字
の
量
を
極
力

減
ら
し
、
一
目
で
内
容
を
把
握
で
き
る
レ
イ
ア
ウ
ト
に
。
新

入
組
合
員
説
明
会
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
作
成
し
て
い
る
。
不
二
サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
も
、
組

合
活
動
の
「
見
え
る
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大
会
議
案

書
は
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
取
り
混
ぜ
て
、
仕
事
が
忙
し
い

中
で
も
目
を
通
し
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
組
合

主
催
の
バ
ス
旅
行
や
大
運
動
会
、
部
活
動
の
支
援
を
通
し
て

組
合
員
同
士
の
交
流
も
は
か
っ
て
い
る
。

　

古
河
電
工
労
組 

千
葉
支
部
は
「
組
合
員
の
組
合
離
れ
」

に
危
機
意
識
を
持
ち
、
活
動
報
告
や
年
４
回
以
上
発
行
の
機

関
誌
を
通
じ
て
組
合
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み

を
工
夫
中
。

　

安
全
衛
生
を
重
点
と
す
る
の
は
、
富
士
電
機
労
組 

川
崎

支
部
。「
災
害
が
起
こ
る
前
に
危
険
の
芽
を
摘
む
活
動
を
定

着
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
語
る
。
神
鋼
労
組 

真
岡

地
区
も
改
め
て
安
全
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
正
門
前
で

の
「
ご
安
全
に
！
」
の
声
か
け
や
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
「
風

通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
年
次
有

給
休
暇
取
得
率
向
上
に
向
け
て
、
誰
か
が
休
暇
を
と
っ
た
ら

誰
か
が
カ
バ
ー
し
よ
う
と
い
う
「
ト
リ
カ
バ
」
運
動
も
進
め

て
い
る
。

Q

現
在
抱
え
て
い
る
課
題
は
？

　

昭
和
飛
行
機
労
組
で
は
、
組
合
員
の
平
均
年
齢
が
上
昇
す

る
中
、
組
合
員
の
や
る
気
を
引
き
だ
す
「
賃
金
制
度
の
確
立
」

が
課
題
。

　

構
造
改
革
期
の
採
用
抑
制
に
よ
る
「
年
齢
構
成
の
空
洞

化
」
と
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
は
、多
く
の
組
合
に
共
通
す
る
課
題
だ
。
建
研
労
組
で
は
、

業
界
不
況
で
新
卒
採
用
が
控
え
ら
れ
て
い
た
時
期
が
長
く
、

年
齢
構
成
に
空
洞
化
が
生
じ
て
、
後
継
者
育
成
に
苦
心
し
て

い
る
。「
伝
統
、理
念
、
実
績
、
労
使
関
係
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、

今
後
ど
の
よ
う
な
組
合
に
し
て
い
く
の
か
を
考
え
、
組
合
員

全
員
で
行
動
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
る
」

と
語
る
。
住
友
電
工
労
組 

横
浜
支
部
で
も
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
新
卒
採
用
見
送
り
や
構
造
改
革
に
よ
っ
て
30
代
半
ば

の
人
員
の
空
洞
化
が
生
じ
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
人
材
が

不
足
。
そ
こ
で
青
年
対
策
部
の
活
動
を
強
化
し
、
イ
ベ
ン
ト

や
活
動
紹
介
の
教
宣
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
神
鋼
労
組 

真
岡

地
区
も
、空
洞
化
で
労
務
構
成
が
若
返
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
が
重
要
な
課
題
。
改
め
て
労
働
組

合
の
成
り
立
ち
や
歴
史
、
労
働
条
件
や
賃
金
・
一
時
金
の
考

え
方
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
入
社
５
年
目
の
組
合
員
を
対

象
に
「
ユ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
本
部
の
「
神
鋼
連
合

ア
カ
デ
ミ
ー
」
も
活
用
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
共
通
す
る
課
題
は
「
組
合
活
動
へ
の
女
性
参

画
」。
女
性
組
合
員
が
少
な
い
組
合
が
多
か
っ
た
が
、
最
近

潮干狩り「たくさん採れたかな？」（不二サッシユニオン千葉支部）

交流を続ける施設の子供たちから「ありがとう」のメッセージ
（神戸製鋼所労組アルミ・銅支部 真岡地区）

健康増進！ミドルエイジ健康セミナー（古河電工労組千葉支部）
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で
は
生
産
現
場
に
も
女
性
が
増
え
て
き
た
。
建
研
労
組
で

は
、
女
性
組
合
員
研
修
会
を
開
催
し
て
、
女
性
の
目
線
か
ら

の
意
見
反
映
、
女
性
組
合
員
同
士
の
交
流
な
ど
を
進
め
る
中

で
、
複
数
の
女
性
分
会
長
が
誕
生
し
て
い
る
。
住
友
電
工
労

組 
横
浜
支
部
は
、
規
約
上
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
幹
事
は
男
女
１
名

ず
つ
。
現
状
で
は
、
女
性
技
術
職
が
少
な
く
女
性
幹
事
を
選

出
で
き
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る
が
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

に
向
け
て
女
性
の
意
見
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
労
働
環
境
の

改
善
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
。
日
本
発
条
労
組
で
は
、
女
性

組
合
員
比
率
が
１
割
だ
が
、
10
名
の
執
行
役
員
の
う
ち
少
な

く
と
も
２
名
は
女
性
と
な
る
よ
う
、
上
部
団
体
や
他
労
組
の

先
進
的
な
取
り
組
み
も
参
考
に
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
る
。
不
二
サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
製
造
現
場
で
働

く
女
性
は
６
％
程
と
少
な
い
中
で
、
言
い
た
く
て
も
言
え
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
女
性
限
定
の
意
見

交
換
会
を
開
催
。
本
音
の
切
実
な
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
神
鋼
労
組 

真
岡
地
区
で
は
、技
能
系
の
女

性
採
用
が
始
ま
っ
て
十
数
年
が
経
過
し
た
が
、
依
然
と
し
て

男
性
が
圧
倒
的
に
多
い
生
産
現
場
に
お
い
て
、
女
性
が
働
く

上
で
の
困
り
ご
と
や
課
題
を
把
握
す
る
た
め
に
女
性
集
会
を

開
催
。
当
初
は
ト
イ
レ
や
更
衣
室
等
に
関
す
る
問
題
が
多
数

出
て
、
ハ
ー
ド
面
の
環
境
整
備
が
進
ん
だ
が
、
最
近
は
教
育

訓
練
や
人
材
活
用
に
関
し
て
「
会
社
が
自
分
に
何
を
期
待
し

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

「
労
働
組
合
と
し
て
も
、
女
性
活
躍
の
意
味
を
問
い
直
し
、
最

優
先
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　

富
士
電
機
労
組 

川
崎
支
部
は
、「
職
場
の
活
性
化
」、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
を
課
題
に
あ
げ
る
。
働
き
方

改
革
関
連
法
に
よ
っ
て
一
定
の
改
善
は
進
ん
で
い
る
が
、個
々

の
業
務
負
荷
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。「
組
合
と
し
て
職
場
の

実
態
を
把
握
し
、
職
場
自
治
の
下
で
解
決
を
は
か
っ
て
い
き

た
い
」。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
訪
問
と
な
っ
た
古
河
電
工
労
組
千
葉
支
部

で
は
、「
今
こ
そ
、
組
合
員
と
の
対
話
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
重
要
」
だ
と
考
え
、
職
場
に
出
向
い
て
の
声
か
け
を
強

化
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
対
面
活
動
の
制
約
も
悩
み

だ
。
本
部
や
他
の
支
部
と
の
会
議
、
間
接
部
門
の
職
場
集
会

や
オ
ル
グ
は
す
べ
て
リ
モ
ー
ト
。「
リ
モ
ー
ト
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
一
度
に
多
く
の
組
合
員
を
集
め
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
一

人
ひ
と
り
の
表
情
や
反
応
が
見
え
な
い
し
、
本
当
に
伝
わ
っ

て
い
る
の
か
不
安
に
な
る
」と
打
ち
明
け
る
。「
改
め
て
対
面

の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
」
が
、
リ
モ
ー
ト
化
や
非
接
触
化
の

流
れ
は
続
く
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
中
で
、
い
か
に
組
合
員
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
か
は
、
労
働
運
動
全
体
で
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
言
え
そ
う
だ
。

Q

組
合
活
動
を
進
め
る
上
で
モ
ッ
ト
ー
や
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
？

　

最
後
に
組
合
活
動
を
進
め
る
上
で
モ
ッ
ト
ー
や
心
が
け
て

い
る
こ
と
を
一
言
ず
つ
。

◆
「
労
働
組
合
の
基
軸
、
軸
足
は
常
に
職
場
に
置
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」

◆
「
直
接
現
場
に
行
っ
て
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
話
を
す
る
」

◆
「
労
働
条
件
向
上
に
向
け
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
ネ
ゴ
シ
エ
ー

タ
ー
と
し
て
交
渉
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
組
合
員
に
還

元
し
た
い
」

◆
「
人
と
の
出
会
い
と
F
a
c
e 
t
o 
f
a
c
e
の
つ
な
が 

り
、
対
話
が
す
べ
て
の
組
合
活
動
の
原
点
」

◆
「
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新
生
労
組
を
力
を
合
わ
せ

て
創
っ
て
い
き
た
い
」

◆
「
組
合
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
創
る
場
。

組
合
員
同
士
、
労
使
間
、
組
合
の
本
部
・
支
部
・
分
会

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
き
た
い
」

◆
「
執
行
部
は
組
合
員
の
代
表
。
親
し
み
や
す
く
信
頼
さ
れ

る
執
行
部
を
め
ざ
す
」

◆
「
組
合
員
か
ら
気
軽
に
話
し
掛
け
て
も
ら
え
る
こ
と
、
活

動
に
参
加
し
や
す
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や

す
い
組
合
で
あ
る
こ
と
」

◆
「
気
軽
に
話
が
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り
」

◆
「
組
合
員
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
」

◆
「
組
合
役
員
は
会
社
と
の
パ
イ
プ
役
。
組
合
員
の
声
を 

拾
っ
て
会
社
側
に
伝
え
た
い
」

◆
「
組
合
員
か
ら
の
発
信
に
気
づ
け
る
よ
う
ア
ン
テ
ナ
を
随

時
張
っ
て
お
く
こ
と
」

◆
「
組
合
活
動
の
原
点
は
職
場
。
で
き
る
限
り
直
接
現
場
に

足
を
運
び
、
声
を
聴
く
。『
共
同
、
共
感
、
共
鳴
』
の
も

と
活
動
を
進
め
た
い
」

◆
「
情
熱
・
対
話
・
行
動
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま

ず
は
組
合
へ
」

◆
「
組
合
役
員
と
い
っ
て
も
、
そ
ん
な
に
ハ
ー
ド
ル
は
高
く

な
い
ん
だ
よ
と
伝
え
た
い
」

◆
「
金
に
困
っ
た
ら
ま
ず
組
合
に
来
い
、
憎
ま
れ
て
も
組
合

が
や
る
べ
き
こ
と
は
き
ち
ん
と
や
る
」

◆
「
組
合
員
目
線
で
活
動
し
、
意
見
や
要
望
等
に
す
ぐ
対
応

す
る
」

◆
「
対
話
活
動
と
い
う
原
点
を
忘
れ
な
い
こ
と
」

◆
「
専
従
役
員
と
し
て
、
組
合
員
の
声
に
耳
を
傾
け
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
抱
え
る
問
題
を
自
分
自
身
で
解
決
で
き

る
よ
う
、
組
合
員
の
生
活
の
安
心
・
安
定
の
た
め
に
頑

張
り
た
い
」

◆
「
つ
ね
に
組
合
員
の
目
線
で
物
事
を
判
断
す
る
。
つ
ね
に

組
合
員
に
寄
り
添
い
、
あ
な
た
の
隣
に
い
る
存
在
に
な

る
。
そ
れ
が
め
ざ
す
労
働
組
合
の
姿
」

◆
「
会
社
側
と
折
衝
交
渉
で
き
る
の
は
、
組
合
役
員
だ
け
。

組
合
員
の
声
を
聞
い
て
会
社
に
伝
え
、
話
し
合
う
。
そ

の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
き
た
い
」

※
組
合
名
は
、取
材
当
時
の
も
の
（
文
責
：
組
織
総
務
局
）


